








































































































































































































































































































































































（１）　Martine Grosse, L’Homoparentalité, La Cavalier Bleu, coll. « Idées reçues », 2009, p. 5.
（２）　Éric Garnier, Histoire de l’homoparentalité en France, La Bataille des nouvelles familles, Éditions Thierry 
Marchaisse, 2012, p. 135-137
（３）　ガルニエはここの箇所を『ル・モンドLe Monde』の記事から引用している（ibid., p. 137）。彼が参照した
ピエール・ビヤールの『秘められた物語──アンドレ・ジッドとマルク・アレグレ』（Pierre Billard, André 
Gide & Marc Allégret, le roman secret, Plon, 2006）の書評の一節である。Patrick Kéchichian, « Singulier lib-
ertinage : l’étonnante liaison d’André Gide et Marc Allégret », Le Monde [en ligne], le 18 mai 2006 : <https://
www.lemonde.fr/livres/article/2006/05/18/singulier-libertinage_773146_3260.htm> [consulté le 23 août 2018].
（４）　Grosse, L’Homoparentalité, p. 23.
（５）　Billard, André Gide & Marc Allégret, p. 121.
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（６）　Les Nourritures terrestres, in Romans et Récits. Œuvres lyriques et dramatiques, vol. 1, Gallimard, « Biblio-





（７）　プレイヤード版の注釈を参照のこと。Pierre Masson, « Notice » des Nourritures terrestres, ibid., pp. 1317-
1318.
（８）　『背徳者』において、メナルクは「恥ずべき素行の男 homme de mœurs décriées」としてつねに世間から






（９）　Cf. Dictionnaire Gide, éd. sous la direction de Pierre Masson et Jean-Michel Wittmann, Classiques Garnier, 
2011, p. 281.　ワイルドの忠告については、ジッド自身の証言を参照のこと。« Oscar Wilde » [1902], in Essais 
Critiques, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 1999, p. 852 ; « Propositions » [1911], ibid., pp. 266-267.




題については、次を参照のこと。Didier Éribon, Réflexions sur la question gay, nouvelle édition, Flammarion, 








ばならないはずだろう。しかしその必要性を国家にどう感じさせたらよいか」（Journal I 1897-1925, Galli-
mard, « Bibliothèque de la Pléiade », 1996, p. 268〔以後、本書を J1と略記する〕）。メナルクの家庭批判と養
子縁組への志向は、自らの土地を離れ放浪するデラシネたちの連帯をほのめかすものと捉えてよいだろう。
ジッドはこうした〈デラシネのアソシエーション〉と国家との関係を『背徳者』において主題化するわけだが、
この点については拙稿を参照のこと。« La question de l’“association” dans L’Immoraliste de Gide »［仏語論
文］（日本語題：「ジッドの『背徳者』における「アソシアシオン」の問題」）、『フランス語フランス文学研究』、
日本フランス語フランス文学会、第106号、2015年、71-88頁。
（12）　Cf. Claude Martin, La Maturité d’André Gide. De Paludes à L’Immoraliste (1895-1902), Klincksieck, 
« Bibliothèque du XXe siècle », 1977, pp. 218-220 ; Frank Lestringant, André Gide l’inquiéteur, vol. 1, Flam-
marion, 2011, pp. 332-335, pp. 376-379, pp. 691-693.
（13）　Jeannine Hayat, « Le mariage d’amour : une invention très actuelle », Le Huffington Post Québec [en ligne], 
le 17 juillet 2013 : <https://www.huffingtonpost.fr/jeannine-hayat/le-mariage-damour-une-invention-actuelle_
257
アンドレ・ジッドと「ホモペアレント性」
b_3605187.html> [consulté le 10 septembre 2018].
（14）　Cf. Billard, André Gide & Marc Allégret, p. 130-145 ; Lestringant, André Gide l’inquiéteur, vol. 2, Flammar-
ion, 2011, pp. 57-66.　エリザベートは『贋金づくり』の登場人物サラ・ヴデルのモデルと言われており（Alain 








な女たちがそれを見出すというのでしょう？」（Maria Van Rysselberghe, Les Cahiers de la Petite dame. 
Notes pour l’histoire authentique d’André Gide, vol. 1, 1918-1929, Gallimard, 1973, pp. 8-9）。
（15）　Rysselberghe, Les Cahiers de la Petite dame, vol. 1, p. 43.
（16）　Ibid., p. 45.







（Rysselberghe, Les Cahiers de la Petite dame, vol. 1, p. 16）。この翌日、ジッドは「エリザベートにマルクの
子をもたせたいという熱望」を仲間の一人に打ち明けている（ibid., p. 17）。
（18）　Rysselberghe, Les Cahiers de la Petite dame, vol. 1, p. 43.
（19）　Ibid., p. 150
（20）　Cf. Si le grain ne meurt, op. cit., p. 271, p. 309.
（21）　Les Faux-monnayeurs, op. cit., p. 323.











（24）　Note de lecture citée dans Alain Goulet, Les Faux-monnayeurs, mode d’emploi, Sedes, 1991, pp. 192-193.
この内容が書かれているメモは、ジャック・ドゥーセ文庫所蔵の、『コリドン』執筆メモを集めたファイルに
入っている。
（25）　« En marge des Faux-monnayeurs », in RR2., p. 483.
（26）　Journal II 1926-1950, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 1997, p. 71-72 (24 février 1928).
（27）　Ibid., p. 50 (16 octobre 1927).
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（28）　Idem.
（29）　La Symphonie pastorale, in RR2, p. 46.






（31）　Lettre du 14 janvier 1923 citée dans Lestringant, André Gide l’inquiéteur, vol. 2, p. 174.
（32）　ジッドとマルクの父（牧師で宣教師でもあったエリー・アレグレ）との関係については、次を参照のこと。
Lestringant, André Gide l’inquiéteur, vol. 2, p. 60, pp. 239-243.
（33）　Les Faux-monnayeurs, op. cit., p. 409-410.
（34）　二十世紀におけるホモセクシュアルの文学者たちの立場の相違については、次の著作を参照のこと。 




（36）　Éribon, Réflexions sur la question gay, op. cit., pp. 196-197.　ジッドのホモセクシュアリティについても多
くのページを割いているこの著作のなかで、ディディエ・エリボンは「同性愛者は、自分たちの特殊な社会
空間のなかで、つねに象徴的な劣位の状況にいる」という命題を受け入れつつ、次のように結論づける。「社
会秩序のなかでのポジションがどのようなものであれ、あらゆるものによって分断されている個々人が、互
いに深い繋がりを感じることができるのはなぜか。〔…〕なぜなら、彼らは性的秩序のなかで同質のポジショ
ンを占めているからであり、同じように性的秩序は、彼らが帰属する社会的かつ職業上の世界、各々によっ
てあまりに異なるこれらの世界を支配しているのだ。おそらく、次のようなことが言える。いわば『性の領
域での』連帯は、非合法性の印象が薄れるにつれて、ゲイやレズビアンの可視化が増大するにつれて、階級、
人種、政治的党派などの分化がますます激しく露わになるにつれて、後退してゆく傾向にあるのだろう」。エ
リボンは「被支配者や被抑圧者の連帯」の可能性だけでなく、その将来的な不可能性まで見通しているわけ
だが、彼の議論を踏まえながら補うかたちで以下の三点を指摘しておきたい。すなわち、家庭という社会空
間において同性愛者がいぜん劣位の立場にあること、彼らが独自の家庭をもつ状況がほとんど非合法にとど
まっていること、そういった立場の是正への要求と件の状況じたい──ホモペアレント性──のうちに「性
の領域での連帯」の新たな形が表れているであろうこと。
